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２．１．２　環境中における芳香族塩素化合物生成の可能性
２．１．３　ラットにおける２－クロロジベンゾフランの代謝
２．１．４　３－クロロジベンゾフランの変異原性とその代謝活性化
２．１．５　ＰＣＢによる特異タンパク質誘導
２．１．６　ダイオキシンのリスク評価のための量子化学的アプローチ
２．２　揮発性有機塩素化合物
２．２．１　大気中の揮発性有機塩素化合物自動モニタリングとつくば地域におけるリスク評価
２．２．２　トリクロロエチレンの行動に及ぼす影響
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２．２．４　トリクロロエチレンの熱分解
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２．３．３　アサリ，ムラサキイガイ中の経年変化
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２．４．１　フローインジェクション法を用いたＩＣＰ－ＭＳによる大気粉じん中の白金の分析
２．４．２　レーザーアブレーション法による葉の上に沈着した大気粉じんの多元素同時分析
２．４．３　ＦＡＢ－ＳＩＭＳによる固体試料表面の分析
２．４．４　重金属の経気道投与による生体影響
２．５　まとめ
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